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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
睦

古
代

本
年
は
佐
藤
篤
土
先
生
、
西
村
重
雄
先
生

の
記
念
論
文
集
公
刊
直
後
に
あ
た
る
が
、
古

代
ロ

i
マ
法
お
よ
び
中
世
以
降
の
私
法
史
に

お
い
て
は
、
論
説
・
翻
訳
の
各
形
式
で
引
き

続
き
活
発
な
成
果
を
得
ら
れ
た
豊
作
の
一
年

と
考
え
る
。
キ
ャ
リ
ア
の
長
い
先
生
方
の
ご

活
躍
が
顕
著
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
並
ん
で

意
欲
的
な
若
手
論
者
が
登
場
し
て
若
手
全
体

の
手
で
力
作
が
数
多
く
生
み
出
さ
れ
た
。

古
代
に
つ
い
て
の
論
説
で
は
、
岡
徹
「
使

用
貸
借
訴
権
と
窃
盗
訴
権

ω」
(
関
法
五
四

・
五
)
の
連
載
が
始
ま
り
、
使
用
貸
借
の
借

主
が
そ
の
日
的
物
を
盗
ん
だ
場
合
に
お
け
る

訴
権
の
競
合
を
考
察
し
て
い
る
。
林
信
夫

っリ

l
ウ
ィ
ウ
ス
に
み
る
守
閣
際
関
係
』
の

淵
源
と
法
」
(
論
叢
一
五
六
・
一
一
一
H
四
〉
は
、

ロ
l
マ
社
会
に
お
け
る
「
国
際
関
係
L

の
成

立
可
能
性
に
つ
い
て
、
そ
の
萌
芽
を
部
・
氏

族
問
、
都
市
間
関
係
と
叩
飢
え
た
う
え
で
、
リ

i
ウ
ィ
ウ
ス
に
お
け
る
軍
事
祭
官
の
記
述
を

中
心
と
し
て
考
察
す
る
。
ま
た
、
共
和
政
期

-
一
芸
自
政
期
ロ

l
マ
の
手
権
婚
・
無
手
権
婚

を
論
じ
た
作
品
に
樋
脇
博
敏
「
古
代
ロ

l
マ

の
手
権
を
め
ぐ
る
一
試
論
」
(
史
論
五
五
〉

が
あ
る
。
守
口
坂
渉
「
古
典
期
ロ
!
マ
法
に
お

け
る
物
の
引
渡
し
(
片
岡
・
即
応
5
0
)

に
つ
い
て

i
i
i引
渡
し
の
正
当
な
原
国
公

g
S
2
5田

守即応

5
8山
田
〉
の
分
析
を
中
心
に
」
(
学
誌
五

五
〉
は
、
標
記
の
論
題
を
め
ぐ
る
諸
法
文
聞

の
矛
盾
と
古
典
期
法
学
者
間
の
論
争
、
さ
ら

に
引
渡
の
正
当
原
因
自
体
の
概
念
を
、
弁
済

や
売
買
な
ど
個
別
の
具
体
的
な
行
為
類
型
に

関
わ
る
法
文
の
検
討
を
通
じ
て
考
祭
す
る
。

芹
浮
悟
「
〉
同
・

0
・
5
w
N
w
日
に
お
け
る

守
所
有
権
移
転
も
と
事
例
提
示
に
つ
い
て
」

(
亜
大
田

0
・
一
)
は
、
儲
別
事
例
内
の
解
決
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に
関
し
て
著
者
が
行
っ
て
い
る
一
連
の
研
究

の
最
新
作
。
穀
物
海
上
輸
送
に
お
い
て
船
主

へ
の
穀
物
の
所
有
権
移
転
が
あ
る
か
否
か
と

い
う
潤
題
を
、
ベ
ン
ケ
以
捧
の
研
究
史
を
ふ

ま
え
て
扱
う
が
、
そ
の
過
程
で
共
和
政
末
期

以
降
の
ロ

l
マ
法
学
展
開
史
に
も
一
条
の
光

を
あ
て
る
。
古
代
に
関
す
る
史
料
の
翻
訳
と

し
て
は
、
遠
藤
歩
「
学
説
粂
纂
第
四
六
巻
第

一
一
一
章
の
邦
訳
」
(
都
法
臨
五
・
一
〉
が
あ
り
、

テ
オ
ド
シ
ウ
ス
法
典
研
究
会
「
テ
オ
ド
シ
ウ

ス
法
典

(na巾

H
d
M問。雪印一
B
5
)
同
L

(
法
政
史
学
六
二
〉
、
津
野
義
堂
H
古
田
裕
清

住
石
田
雄
一
計
森
光
訳
「
私
た
ち
の
主
、
永

遠
に
尊
厳
者
で
あ
る
ユ

l
ス
テ
ィ

l
ニ
ア

l

ヌ
ス
の
法
学
提
要
ま
た
は
法
学
入
門
L

(

比

雑
一
二
八
・
一
一
三
〉
も
順
調
に
継
続
中
。
他

に
柴
田
光
蔵
「
吋
約
束
は
守
ら
れ
る
べ
き
で

あ
る
(
パ
ク
ス
・
ス
ン
ト
・
セ
ル
ワ
ン

ダ
ど
の
関
周
辺
倒
j
側
」
(
時
法
一
七
一
八

5

一
七
四
六
)
は
、
時
事
問
題
を
扱
う
コ
ラ
ム

の
体
裁
を
取
り
な
が
ら
ロ

l
マ
法
学
説
他
に

関
す
る
知
識
を
随
所
に
織
り
込
む
。
一
戸
水
質

人
議
述
コ
ロ
本
立
法
資
料
金
集
別
巻
一
一
一
二
八

羅
馬
法
究
』
(
信
山
社
)
、
如
何
本
芳
二
郎
議

述
守
門
口
本
立
法
資
料
金
集
別
巻
一
一
一
一
一
九
羅

馬
法
講
義
完
L

(

信
山
社
)
が
復
刻
さ
れ
た
。

笑
定
法
解
釈
学
に
主
た
る
撹
鹿
を
お
い
た

ロ
ー
マ
法
研
究
に
つ
い
て
は
、
紙
一
暢
の
関
係

で
原
則
他
分
野
に
諮
ら
ざ
る
を
得
な
い

が
、
以
下
の
諸
作
品
を
見
出
し
た
。
石
川
博

康
司
契
約
の
本
性
ι
の
法
理
論

ωω
」
(
法

協
一
二
二
・
二
、
ム
ハ
〉
が
始
ま
っ
た
が
、
本

論
文
は
合
意
に
対
し
て
法
が
与
え
る
補
充
的

.
修
正
的
作
用
m
を
探
求
す
る
と
い
う
跨
題
意

識
か
ら
、
ロ
ー
マ
古
典
期
法
学
か
ら
現
代
法

に
至
る
と
い
う
大
き
な
構
想
の
も
と
で
契
約

規
範
内
容
の
本
質
的
要
素
・
本
性
的
要
素
・

偶
有
的
要
素
の
三
分
法
瑚
論
を
探
求
す
る
。

武
林
悦
子
「
フ
ラ
ン
ス
民
法
に
お
け
る
ω田市

〈
司
C
U
M
w
ω
(
役
権
)
の
研
究

ωiωL(愛

学
四
五
・
問
、
四
六
・
一

i
一
ニ
)
は
、
シ
ユ

ル
ツ
ら
の
研
究
に
よ
り
つ
つ
ロ

i
マ
法
よ
り

説
き
起
こ
す
。
継
続
中
の
川
村
洋
子
「
比
較

法
制
度
史
と
日
本
民
法
典
の
売
主
の
担
保
責

任
制
度
1

1

摩
史
認
識
と
法
解
釈
と
の
接
点

を
求
め
て
例
制
」
〈
志
林
一

O
二
・
一
一
一
一

日
四
)
は
、
第
八
閉
に
お
い
て
ロ

i
マ
法
上

の
契
約
賠
償
責
任
に
関
す
る
デ
ユ
ム
ラ
ン
の

学
説
を
論
じ
て
い
る
。
堀
川
信
一
「
英
大
損

害
心
同

2
2
2
2豆
巴
の
史
的
展
開

そ
の
法
的
性
質
と
要
件
・
効
果
の
結
び
つ
き

を
中
心
に

ωiω
究
」
(
一
橋
法
学
一
一
一
・
二

i
三
、
四
・
一
〉
は
、
双
務
契
約
に
お
け
る

給
付
の
均
衡
と
い
う
開
題
を
、
キ
ケ
ロ

l

J
税
務
に
つ
い
て
L

・
ユ
婿
吋
勅
法
議
纂
L

法
文
の
検
討
か
ら
、
中
世
を
経
て
一
九
世
紀

ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
法
学
に
至
る

大
き
な
パ

i
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
で
追
究
す
る
。

〈
は
や
し
・
と
も
よ
し

大
阪
大
学
数
授
)

中
世

2 
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制
中
世
私
法
史
に
つ
い
て
は
、
水
野
浩

一
一
「
西
洋
中
世
に
お
け
る
訴
権
の
訴
訟
上
の

意
義
[
[
『
訴
権
を
斡
と
す
る
文
献
』
に
つ

い
て
の
一
考
察

ωω
」
〈
法
協
一
二
二
・
五
、

八
〉
が
始
ま
っ
た
。
訴
権
の
体
系
と
し
て
の

ロ
l
マ
法
か
ら
近
代
的
な
笑
体
法
と
訴
訟
法

の
分
離
に
展
開
す
る
過
程
で
重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
と
さ
れ
る
中
世
学
識
法
学
で
あ
る

が
、
こ
の
作
品
は
分
離
の
時
期
を
確
定
し
よ

う
と
す
る
従
来
の
読
点
か
ら
離
れ
る
か
た
ち

で
訴
権
と
訴
状
に
関
わ
る
著
作
自
体
の
悉
皆

検
討
を
お
こ
な
い
、
訴
権
提
起
に
つ
い
て
の

中
世
学
識
法
学
の
思
考
の
型
を
明
ら
か
に
し

よ
う
と
す
る
。
阪
上
回
県
千
子

J
一
一
一
没
紀
前

半
南
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
普
通
法
、
特
有
法

と
勅
法
L

(

販
法
五
閤
・
六
〉
は
、
シ
チ
リ

ア
王
国
の
支
配
下
に
あ
っ
た
南
イ
タ
リ
ア
に

お
け
る
普
通
法
と
特
有
法
の
関
係
、
と
り
わ

け
そ
の
法
源
と
し
て
の
優
先
順
位
に
つ
い
て

「
シ
チ
リ
ア
王
国
勅
法
集
成
」
を
主
た
る
対

象
と
し
て
、
現
代
イ
タ
リ
ア
で
の
学
説
史
を

丁
寧
に
追
っ
た
上
で
考
察
し
て
お
り
、
そ
こ

か
ら
北
イ
タ
リ
ア
の
法
状
況
と
の
対
照
を
浮

き
彫
り
に
す
る
。

ω""は
や
し
・
と
も
よ
し
)

近
世
・
近
代

ω
近
世

3 
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ω
近
代
私
法
申
叫
ん
分
野
で
は
、
一
九
世
紀

フ
ラ
ン
ス
法
学
を
論
じ
た
作
品
と
し
て
、
飛

世
昭
裕
「
サ
レ
イ
ユ
の
吋
フ
ォ
オ
ト
』
概
念

と
ド
ネ
ツ
ル
ス
の
司
ク
ル
パ
』
定
義
i
i
i
サ

レ
イ
ユ
の
吋
労
働
災
害
と
民
事
費
任
』
論
文

に
み
ら
れ
る
歴
史
的
論
拠

ω」
(
帝
塚
山
九
〉

が
あ
る
。
「
危
検
責
任
論
争
L

の
一
端
緒
と

な
っ
た
サ
レ
イ
ユ
コ
労
働
災
答
と
民
事
責

任
L

自
体
を
詳
細
に
考
察
す
る
と
関
特
に
、

サ
レ
イ
ユ
が
自
ら
の
「
客
観
的
な
フ
ォ
オ
ト

概
念
」
の
先
駆
と
し
て
同
震
で
引
用
す
る
ド

ネ
ツ
ル
ス
の
著
作
を
丹
念
に
検
討
す
る
。
問

論
文
は
巻
米
に
二
二
二
点
に
わ
た
る
サ
レ
イ

ユ
の
詳
細
な
業
績
図
録
を
収
め
る
。
水
津
太

315一一宮sI'挙法制史



郊
「
一
九
世
紀
前
期
・
ド
イ
ツ
普
通
法
学
に

お
け
る
法
諺
《
代
儀
は
物
の
地
位
を
襲
い
物

は
代
価
の
地
位
を
襲
う
》
に
つ
い
，
て
1

1

支

配
的
見
解
に
対
す
る
ハ
ツ
セ
と
ミ
ュ

l
レ
ン

ブ
ル
ッ
フ
の
批
判
」
(
法
政
論
究
六
回
〉
は
、

ド
イ
ツ
法
学
に
お
け
る
物
上
代
位
を
検
討
す

る
導
入
と
し
て
同
作
品
を
位
置
づ
け
た
う
え

で
、
一
八
段
組
一
頃
ま
で
の
ド
イ
ツ
普
通
法
学

に
お
い
て
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
た
襟
記
の
法

諺
お
よ
び
ロ
巳
語

g
g田
宮
門
戸
田
と
ロ
ロ

-5門的吉田

paと
の
区
別
に
対
す
る
ハ
ツ
セ
と
ミ
ュ

i

レ
ン
ブ
ル
ッ
フ
の
批
判
を
、
両
論
者
間
の
差

異
を
ふ
ま
え
つ
つ
検
討
す
る
。
一
九
世
紀
ド

イ
ツ
法
学
の
成
果
合
翻
訳
し
た
も
の
と
し

て
、
ベ
ッ
カ
l
/関
徹
訳
「
古
典
期
ロ
ー
マ

法
に
お
け
る
訴
訟
的
消
耗

ωω
」
(
関
法
五

回
・
題
、
五
五
・
二
〉
と
、
ケ
ッ
ラ

l
/悶

徹
訳
「
古
典
期
ロ

i
マ
法
に
よ
る
争
点
決
定

と
判
決
に
つ
い
て

ω」
〈
間
関
法
五
五
・
二
)

と
が
始
ま
っ
た
。

ω刊
は
や
し
・
と
も
よ
し
)
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